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本書は、ノーシスの哲！

的な段階について書かれ「

次に第一、第二、第三段l

らの段階はノーシスの秘j

ノーシスの秘教的段階は・
曳　Jゝ、、　　：〔〉′払品肌汀lニk　　　ッー、



ており、この虚栄心が自分を二

を引き起こす原因になる。他－

めるほうが有効である。そう、

敵を持っ危険性も少ない。



ある偉大な著述家は

という結論に達した。

①健康と長寿、②食

生活、⑥性的満足、⑦



て、前もってマインドの世界に存在す

あるいは肉体に存在することはない。



想念のエネルギーは

てはならない。貧しさ

正当だが、マインドc

ンドを任つて投影を員



に至るまでがエーテルによる」と述べている。



これ以上の説明は避ける。なぜプ

らである。



その惑星は土星。ヴアーュ『

は火のような赤で、火星が」

星であるが木星の影響も受．



べきことや不思議

ならない。想念の

あなたも必ず失敗



れぞれの男、女、生きま

きなさい。実在は、神〕

魔である。「私」は本1

不幸、貧困、失敗、幻毒

嫉妬心などの原因は「ラ



なぜ、お金は我ノ

だろうかo我々の」』

々すべての人間は、



と財

は誰でも、幸福を見出している。



人生において、食料、衣服、

であってはならない；食べる戎



にその人に出会うということが罰

－である。その人の想念波が我よ

である。



人は人生において無数の問題に

解決する方法を知らなければなら

必要がある。いずれの問題の解決



我々は闘争を終わら、

このようにしてのみ、

因を発見することが重

量要である。このよう・

の内的混乱を他人のせ1



この悪癖は明らかに次の三つ側面を持つている。

1．　誘惑

2。　中毒

3．　死



心を示さなくなる。すなわち

とってそれは必要不可欠な命。

である。



たを責めたてるそれぞれ．

考を理解しなさい。それ：

んだ思考、記憶、心配な

は沈黙と静けさを取り戻、



社会生活はマイン

深く調べることが妃

な人たちが考えてい

が通常考えているよ



館はならず者やガンマ。

ぐさま記録される。親～：



肉体は人間が自分自身を＝

つである。厳密な生理学附

物がその燃料である。用い

っの道具として役に立っ。
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